
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

音響システムであって、
　

ことを特徴とする、音響システム。
【請求項２】
　

請求項１に記載の音響システム。
【請求項３】
　

、請求項１または
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受信信号から音声信号を生成し、その音声信号に基づいて内蔵スピーカから音声を出力
する受信装置と、前記受信装置から前記音声信号が入力可能に接続され、外部から入力さ
れる当該音声信号を含む複数の音声信号のうち、選択された１の音声信号を増幅して、外
部に接続される複数のスピーカを有する音声出力装置に出力するアンプ装置と、からなる

前記受信装置と前記アンプ装置とは自装置の動作状態の情報を相互に通信可能に接続さ
れ、前記受信装置及び前記アンプ装置は、前記アンプ装置の前記音声出力装置に出力すべ
き音声信号の選択状態に基づいて、前記アンプ装置の動作を前記受信装置側から制御する
ことのできるリンク状態にそれぞれ設定される

前記受信装置及び前記アンプ装置は、前記受信装置で生成された音声信号が前記アンプ
装置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、それぞれリ
ンク状態に設定され、前記受信装置で生成された音声信号以外の音声信号が前記アンプ装
置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、それぞれリン
ク解除状態に設定されることを特徴とする、

前記受信装置は、前記リンク状態に設定されているときは、受信信号から生成した音声
信号に基づく内蔵スピーカからの音声出力を禁止することを特徴とする



２に記載の音響システム。
【請求項４】
　

、請求項１ないし３のいずれかに記載の音響システ
ム。
【請求項５】
　

、請求項１ないし４のいずれかに記載の音響システム。
【請求項６】
　
　
　

　
　
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　

【請求項１０】
　

【請求項１１】
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前記受信装置及び前記アンプ装置がリンク状態にあるときは、前記受信装置で音量を調
整する操作が行われると、当該受信装置からその音量調整の制御信号が前記アンプ装置に
送信され、当該アンプ装置でその制御信号に基づき前記音声出力装置から出力される音声
の音量が調整されることを特徴とする

前記音声出力装置の有する複数のスピーカは、サラウンド用のスピーカであることを特
徴とする

請求項１に記載の音響システムに適用される受信装置であって、
受信信号から音声信号を生成する音声信号生成手段と、
前記音声信号生成手段で生成された音声信号に基づいて音声を出力する内蔵スピーカと

、
前記音声信号を前記アンプ装置に出力可能に接続する接続手段と、
前記アンプ装置との間で装置の動作状態に関する情報を通信する通信手段と、
前記通信手段により前記アンプ装置から当該アンプ装置の前記音声出力装置に出力すべ

き音声信号の選択状態に関する情報を受信すると、その情報に基づいて受信装置の動作状
態をリンク状態に設定するリンク状態設定手段と、
を備えたことを特徴とする、受信装置。

前記リンク状態設定手段は、前記音声信号生成手段で生成された音声信号が前記アンプ
装置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、リンク状態
に設定し、前記音声信号生成手段で生成された音声信号以外の音声信号が前記アンプ装置
で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、リンク解除状態
に設定することを特徴とする、請求項６に記載の受信装置。

前記リンク状態設定手段によりリンク状態が設定されているとき、前記内蔵スピーカか
らの音声の出力を禁止する禁止手段を更に備えることを特徴とする、請求項６又は７に記
載の受信装置。

前記リンク状態設定手段によりリンク状態が設定されているときに、前記内蔵スピーカ
から出力される音声の音量の調整操作が行われると、前記通信手段は、その音量調整の制
御信号を前記アンプ装置に送信することを特徴とする、請求項６ないし８のいずれかに記
載の受信装置。

前記受信装置は、テレビジョン受像機であることを特徴とする、請求項６ないし９のい
ずれかに記載の受信装置。

請求項１に記載の音響システムに適用されるアンプ装置であって、
前記受信装置からの音声信号を含む複数の音声信号が入力される音声信号入力手段と、
前記音声信号入力手段から入力される複数の音声信号のうち、１の音声信号を選択する

音声信号選択手段と、
前記音声信号選択手段で選択された１の音声信号を増幅する音声信号処理手段と、
前記音声信号処理手段で増幅された音声信号を前記音声出力装置に出力可能に接続する

接続手段と、
前記受信装置との間で装置の動作状態に関する情報を通信する通信手段と、
前記音声信号選択手段の選択状態に基づいて、アンプ装置の動作状態をリンク状態に設

定するリンク状態設定手段と、



【請求項１２】
　

【請求項１３】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、たとえば音声信号を異なる形態で外部に出力する とアンプ装置とに
よって構成される音響システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来より、ユーザの周囲に、複数のスピーカを配置し、ユーザに臨場感のある音場を提
供することのできるホームシアターシステムが普及している。ホームシアターシステムは
、その一例として、テレビジョン受像機と複数の外付けスピーカを接続したレシーバ（チ
ューナが内蔵されていない場合、「アンプ」と呼称されることもある。）とによって構成
される。
【０００３】
　このようなホームシアターシステムでは、テレビジョン受像機およびレシーバにそれぞ
れリモコン装置が備えられ、テレビジョン受像機およびレシーバは、これらのリモコン装
置によってそれぞれ独立して操作される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、たとえば、テレビジョン受像機において地上波のテレビ番組を視聴した後、
外付けスピーカを用いてホームシアターシステムを利用しようとした場合、一旦テレビジ
ョン受像機のリモコン装置によってテレビジョン受像機の内蔵スピーカからの出力がオフ
になるよう操作し、その後、レシーバのリモコン装置を用いて外付けスピーカから出力さ
れる音量の調整等を設定操作する必要があり、操作が面倒であった。
【０００５】
　そこで、このような面倒な操作を解消するために、たとえば特許第２９９５０２９号公
報および特開平１０－７９８９６号公報には、内蔵スピーカと外付けスピーカとを切替え
可能なテレビジョン受像機が提案されている。しかし、前者の公報におけるテレビジョン
受像機では、外付けスピーカから出力される音量の調整をすることができず、使い勝手が
悪いといった問題点がある。また、後者の公報におけるテレビジョン受像機では、音声信
号は、各機器における音声処理回路を通過するため、その調整が困難であるといった問題
点がある。
【０００６】
【発明の開示】
　本発明は、上記した事情のもとで考え出されたものであって、たとえばテレビジョン受
像機とレシーバとをリンクさせて、それらの機器の操作性の向上を図ることができる音響
システムを提供することを、その課題とする。
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明では、次の技術的手段を講じている。
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を備えたことを特徴とする、アンプ装置。

前記リンク状態設定手段は、前記受信装置からの音声信号が前記音声信号選択手段で選
択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、リンク状態に設定し
、前記受信装置からの音声信号以外の音声信号が前記音声信号選択手段で選択されて前記
音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、リンク解除状態に設定することを
特徴とする、請求項１１に記載のアンプ装置。

前記リンク状態設定手段によりリンク状態が設定されているときに、前記通信手段によ
り前記受信装置から音量調整の制御信号を受信すると、前記音声出力装置から出力される
音量を制御するべく、前記音声信号処理手段は前記複数の音声信号のレベルをその制御信
号に基づき調整することを特徴とする、請求項１１または１２に記載のアンプ装置。

受信装置



【０００８】
　本発明の第１の側面によって提供される音響システムは、

音響システムであって、

ことを特徴としている。
【０００９】
　好ましい実施の形態によれば、

【００１０】
　他の好ましい実施の形態によれば、

【００１１】
　他の好ましい実施の形態によれば、

【００１２】
　他の好ましい実施の形態によれば、

【００１３】
【００１４】
　本発明の第２の側面によって提供される は、

を備えることを特徴としている。
【００１５】
　好ましい実施の形態によれば、

【００１６】
　他の好ましい実施の形態によれば、

備える。

【００１７】
　本発明の第３の側面によって提供されるアンプ装置は、
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受信信号から音声信号を生成
し、その音声信号に基づいて内蔵スピーカから音声を出力する受信装置と、前記受信装置
から前記音声信号が入力可能に接続され、外部から入力される当該音声信号を含む複数の
音声信号のうち、選択された１の音声信号を増幅して、外部に接続される複数のスピーカ
を有する音声出力装置に出力するアンプ装置と、からなる 前記受
信装置と前記アンプ装置とは自装置の動作状態の情報を相互に通信可能に接続され、前記
受信装置及び前記アンプ装置は、前記アンプ装置の前記音声出力装置に出力すべき音声信
号の選択状態に基づいて、前記アンプ装置の動作を前記受信装置側から制御することので
きるリンク状態にそれぞれ設定される

前記受信装置及び前記アンプ装置は、前記受信装置で生
成された音声信号が前記アンプ装置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態
になっているとき、それぞれリンク状態に設定され、前記受信装置で生成された音声信号
以外の音声信号が前記アンプ装置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態に
なっているとき、それぞれリンク解除状態に設定される。

前記受信装置は、前記リンク状態に設定されている
ときは、受信信号から生成した音声信号に基づく内蔵スピーカからの音声出力を禁止する
。

前記受信装置及び前記アンプ装置がリンク状態にあ
るときは、前記受信装置で音量を調整する操作が行われると、当該受信装置からその音量
調整の制御信号が前記アンプ装置に送信され、当該アンプ装置でその制御信号に基づき前
記音声出力装置から出力される音声の音量が調整される。

前記音声出力装置の有する複数のスピーカは、サラ
ウンド用のスピーカである。

受信装置 請求項１に記載の音響システムに
適用される受信装置であって、受信信号から音声信号を生成する音声信号生成手段と、前
記音声信号生成手段で生成された音声信号に基づいて音声を出力する内蔵スピーカと、前
記音声信号を前記アンプ装置に出力可能に接続する接続手段と、前記アンプ装置との間で
装置の動作状態に関する情報を通信する通信手段と、前記通信手段により前記アンプ装置
から当該アンプ装置の前記音声出力装置に出力すべき音声信号の選択状態に関する情報を
受信すると、その情報に基づいて受信装置の動作状態をリンク状態に設定するリンク状態
設定手段と

前記リンク状態設定手段は、前記音声信号生成手段で生
成された音声信号が前記アンプ装置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態
になっているとき、リンク状態に設定し、前記音声信号生成手段で生成された音声信号以
外の音声信号が前記アンプ装置で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態にな
っているとき、リンク解除状態に設定する。

前記リンク状態設定手段によりリンク状態が設定さ
れているとき、前記内蔵スピーカからの音声の出力を禁止する禁止手段を更に ま
た、他の好ましい実施の形態によれば、前記受信装置は、テレビジョン受像機である。

請求項１に記載の音響システム



を備えることを特
徴としている。
【００１８】
　

【００１９】
　

【００２０】
　

【００２１】
【００２２】
【００２３】
【００２４】
【００２５】
【００２６】
【００２７】
【００２８】
【００２９】
【００３０】
【００３１】
　本発明のその他の特徴および利点は、添付図面を参照して以下に行う詳細な説明によっ
て、より明らかとなろう。
【００３２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、添付図面を参照して具体的に説明する。
【００３３】
　図１は、本発明に係る音響システムの一例を示すブロック構成図である。この音響シス
テムは、リモコン装置４が接続可能とされたテレビジョン受像機１と、レシーバ２と、レ
シーバ２に接続された複数のスピーカからなるスピーカシステム３とを備えて構成されて
いる。なお、レシーバ２は、図示しないチューナが搭載されていない状態で「アンプ」と
呼称される場合もある。
【００３４】
　テレビジョン受像機１は、外部から映像信号を受信して表示するためのものであり、画
像を表示するブラウン管１１と、ブラウン管１１に接続されたＯＳＤ（ on screen displa
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に適用されるアンプ装置であって、前記受信装置からの音声信号を含む複数の音声信号が
入力される音声信号入力手段と、前記音声信号入力手段から入力される複数の音声信号の
うち、１の音声信号を選択する音声信号選択手段と、前記音声信号選択手段で選択された
１の音声信号を増幅する音声信号処理手段と、前記音声信号処理手段で増幅された音声信
号を前記音声出力装置に出力可能に接続する接続手段と、前記受信装置との間で装置の動
作状態に関する情報を通信する通信手段と、前記音声信号選択手段の選択状態に基づいて
、アンプ装置の動作状態をリンク状態に設定するリンク状態設定手段と

好ましい実施の形態によれば、前記リンク状態設定手段は、前記受信装置からの音声信
号が前記音声信号選択手段で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になって
いるとき、リンク状態に設定し、前記受信装置からの音声信号以外の音声信号が前記音声
信号選択手段で選択されて前記音声出力装置に出力される動作状態になっているとき、リ
ンク解除状態に設定する。

他の好ましい実施の形態によれば、前記リンク状態設定手段によりリンク状態が設定さ
れているときに、前記通信手段により前記受信装置から音量調整の制御信号を受信すると
、前記音声出力装置から出力される音量を制御するべく、前記音声信号処理手段は前記複
数の音声信号のレベルをその制御信号に基づき調整する。

上記の構成によれば、受信装置及びアンプ装置は、アンプ装置の音声出力装置に出力す
べき音声信号の選択状態に基づいて、アンプ装置の動作を受信装置側から制御することの
できるリンク状態にそれぞれ設定されるので、たとえば受信装置のリモコン装置を用いて
、アンプ装置に接続された音声出力装置から出力される音声の音量調整や消音制御を容易
に行うことができ、音響システムの操作性の向上を図ることができる。



y）重畳回路１２と、ＯＳＤ重畳回路１２に接続された映像処理回路１３と、映像処理回
路１３に接続された映像切替スイッチ１４と、音声を出力するための一対のスピーカ１５
Ｒ，１５Ｌと、これら一対のスピーカ１５Ｒ，１５Ｌに接続された第１および第２スイッ
チ１６Ａ，１６Ｂと、これら第２スイッチ１６Ａ，１６Ｂに接続された第１の音声処理手
段（たとえば、音声処理回路）１７と、音声処理回路１７に接続された音声切替スイッチ
１８と、チューナ回路１９と、第１の制御手段（たとえば、テレビ側ＣＰＵ）２０と、第
１外部入力端子２１と、第２外部入力端子２２と、ディジタル出力端子２３と、アナログ
出力端子２４と、制御信号用入出力端子２５と、リモコン受光部２６とを備えて構成され
ている。
【００３５】
　第１外部入力端子２１は、たとえばビデオレコーダ等の接続用端子として用いられ、映
像端子および音声端子を有している。これらの各端子は、映像切替スイッチ１４および音
声切替スイッチ１８の第１入力端子１４ａ，１８ａにそれぞれ接続されている。
【００３６】
　第２外部入力端子２２は、たとえばゲーム機等の接続用端子として用いられ、映像端子
および音声端子を有している。これらの各端子は、映像切替スイッチ１４および音声切替
スイッチ１８の第２入力端子１４ｂ，１８ｂにそれぞれ接続されている。
【００３７】
　映像切替スイッチ１４および音声切替スイッチ１８の第３入力端子１４ｃ，１８ｃには
、チューナ回路１９が接続されており、チューナ回路１９から映像信号および音声信号が
入力される。
【００３８】
　映像切替スイッチ１４および音声切替スイッチ１８の各出力端子１４ｄ，１８ｄには、
映像処理回路１３および音声処理回路１７がそれぞれ接続されている。すなわち、映像切
替スイッチ１４は、第１外部入力端子２１、第２外部入力端子２２およびチューナ回路１
９からの映像信号を切り替えて映像処理回路１３に出力する。一方、音声切替スイッチ１
８は、第１外部入力端子２１、第２外部入力端子２２およびチューナ回路１９からの音声
信号を切り替えて音声処理回路１７に出力する。映像切替スイッチ１４および音声切替ス
イッチ１８は、テレビ側ＣＰＵ２０からの指令信号によって連動して切り替えられる。
【００３９】
　映像処理回路１３は、映像切替スイッチ１４から供給された映像信号をブラウン管１１
に表示させるための映像信号に変換するためのものであり、テレビ側ＣＰＵ２０によって
制御される。
【００４０】
　ＯＳＤ重畳回路１２は、映像処理回路１３から出力された映像信号に動作案内表示（た
とえば音量調整中である旨の表示）を重畳させるものである。
【００４１】
　音声処理回路１７は、音声切替スイッチ１８から供給された音声信号を、右用スピーカ
１５Ｒおよび左用スピーカ１５Ｌからそれぞれ出力させるために、増幅処理および音量の
制御を行うものであり、テレビ側ＣＰＵ２０によって制御される。
【００４２】
　第１および第２スイッチ１６Ａ，１６Ｂは、音声処理回路１７と一対のスピーカ１５Ｒ
，１５Ｌとの間にそれぞれ介装され、音声処理回路１７から出力された音声信号を一対の
スピーカ１５Ｒ，１５Ｌに出力するか否かをテレビ側ＣＰＵ２０からの指令信号により切
り替える。
【００４３】
　チューナ回路１９は、各テレビ局から送られる電波信号を受信するためのものであり、
受信された映像信号は映像切替スイッチ１４に出力され、受信されたアナログ信号として
の音声信号は、音声切替スイッチ１８に出力される。この音声信号は、アナログ出力端子
２４を介してレシーバ２に向けて出力される。また、チューナ回路１９は、ディジタル信

10

20

30

40

50

(6) JP 3652663 B2 2005.5.25



号としての音声信号を出力し、この音声信号は、ディジタル出力端子２３を介してレシー
バ２に向けて出力される。
【００４４】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、テレビジョン受像機１の全体制御を司るものであり、図示しな
いＲＯＭおよびＲＡＭ等のメモリを有している。テレビ側ＣＰＵ２０は、たとえばＲＯＭ
に記憶されている実行プログラムに基づいて各回路の制御を行う。テレビ側ＣＰＵ２０は
、制御信号用入出力端子２５を介してレシーバ２と制御信号のやり取りを行う。
【００４５】
　リモコン受光部２６は、リモコン装置４からの信号を受光するものであり、受光した光
信号を電気信号に変換してテレビ側ＣＰＵ２０に伝達する。
【００４６】
　一方、レシーバ２は、第２の制御手段（たとえば、レシーバ側ＣＰＵ）３１と、第２の
音声処理手段（たとえば、音声処理回路）３２と、映像信号を切り替えるための映像切替
スイッチ３３と、選択手段（たとえば、アナログの音声信号を切り替えるためのアナログ
切替スイッチ３４および／またはディジタルの音声信号を切り替えるためのディジタル切
替スイッチ３５）と、第３外部入力端子３６と、第４外部入力端子３７と、映像外部出力
端子３８と、ディジタル入力端子３９と、アナログ入力端子４０と、映像入力端子４１と
、制御信号用入出力端子４２とを備えている。
【００４７】
　第３外部入力端子３６は、たとえばＤＶＤ（ digital versatile disc）プレーヤ等の接
続用端子として用いられ、映像端子、アナログの音声端子、およびディジタルの音声端子
を有している。これらの各端子は、映像切替スイッチ３３、アナログ切替スイッチ３４お
よびディジタル切替スイッチ３５の各第２入力端子３３ｂ，３４ｂ，３５ｂに接続されて
いる。
【００４８】
　第４外部入力端子３７は、たとえばビデオデッキ等の接続用端子として用いられ、映像
端子、アナログの音声端子、およびディジタルの音声端子を有している。これらの各端子
は、映像切替スイッチ３３、アナログ切替スイッチ３４およびディジタル切替スイッチ３
５の各第３入力端子３３ｃ，３４ｃ，３５ｃに接続されている。
【００４９】
　映像切替スイッチ３３は、映像信号を切り替えるためのものであり、テレビジョン受像
機１からアナログ入力端子４１を介して第 1入力端子３３ａに送られる映像信号、第３外
部入力端子３６から入力される映像信号、および第４外部入力端子３７から入力される映
像信号を切替え、出力端子３３ｄを介して映像外部出力端子３８から出力させる。
【００５０】
　アナログ切替スイッチ３４は、アナログの音声信号を切り替えるためのものであり、テ
レビジョン受像機１からアナログ入力端子４０を介して第 1入力端子３４ａに送られるア
ナログの音声信号、第３外部入力端子３６から入力される音声信号、および第４外部入力
端子３７から入力される音声信号を切替え、出力端子３４ｄから音声処理回路３２に出力
させる。
【００５１】
　ディジタル切替スイッチ３５は、ディジタルの音声信号を切り替えるためのものであり
、テレビジョン受像機１からディジタル入力端子３９を介して第 1入力端子３５ａに送ら
れるディジタルの音声信号、第３外部入力端子３６から入力される音声信号、および第４
外部入力端子３７から入力される音声信号を切替え、出力端子３５ｄから音声処理回路３
２に出力させる。
【００５２】
　これら映像切替スイッチ３３、アナログ切替スイッチ３４、およびディジタル切替スイ
ッチ３５は、レシーバ側ＣＰＵ３１によって連動して切替えられる。
【００５３】
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　レシーバ側ＣＰＵ３１は、レシーバ２の全体制御を司るものであり、図示しないＲＯＭ
およびＲＡＭ等のメモリを有している。レシーバ側ＣＰＵ３１は、たとえばＲＯＭに記憶
されている実行プログラムに基づいて各回路の制御を行う。レシーバ側ＣＰＵ３１は、制
御信号用入出力端子４２を介してテレビジョン受像機１と制御信号のやり取りを行う。
【００５４】
　音声処理回路３２は、アナログ切替スイッチ３４の出力端子３４ｄから供給された音声
信号またはディジタル切替スイッチ３５の出力端子３５ｄから供給された音声信号を、増
幅処理および音量の制御を行い、かつスピーカシステム３の各スピーカ（後述）に出力さ
せるための音声信号に変換するものであり、レシーバ側ＣＰＵ３１によって制御される。
【００５５】
　スピーカシステム３は、いわゆる５．１チャンネルのサラウンドシステムを構築するた
めに構成されており、ユーザのほぼ正面に配置され重低音を出力するウーファ４６と、ユ
ーザの正面右側に配置される右前用スピーカ４７と、ユーザの正面に配置される中央前用
スピーカ４８と、ユーザの正面左側に配置される左前用スピーカ４９と、ユーザの背面右
側に配置される右後用スピーカ５０と、ユーザの背面左側に配置される左後用スピーカ５
１とを備えている。
【００５６】
　ユーザは、これらのスピーカ４６～５１によって囲まれるような位置において、サラウ
ンドシステムの音場効果を得ることができる。
【００５７】
　上記構成における本実施形態の特徴は、レシーバ２の設定状態に基づいて、テレビジョ
ン受像機１とレシーバ２との「リンク状態」が設定される点にある。レシーバ２の設定状
態とは、たとえば、電源の状態、テレビジョン受像機１との接続状態、選択手段の設定状
態、入力端子の設定状態（入力端子がＴＶ用になっているか）等を含む。好ましくは、ア
ナログ切替スイッチ３４、およびディジタル切替スイッチ３５の設定状態に基づいて、「
リンク状態」が設定される。「リンク状態」とは、テレビジョン受像機１とレシーバ２と
がリンクして動作される「リンク確立状態」、およびテレビジョン受像機１とレシーバ２
とがそれぞれ独立して動作される「リンク解除状態」とをいう。「リンク確立状態」は、
テレビジョン受像機１とレシーバ２との両方が「リンクモード」（すなわち、リンク確立
準備が整った旨のフラグが立った状態）に移行した場合に設定される。「リンク解除状態
」は、テレビジョン受像機１およびレシーバ２のうち少なくとも一方が、「リンクモード
」を解除した場合に設定される。
【００５８】
　次に、上記音響システムにおけるテレビジョン受像機１とレシーバ２との動作制御につ
いて、図２～図８、図１１に示すフローチャートを参照して説明する。なお、図２～図８
、図１１において、点線で囲まれた部分は、テレビジョン受像機１における動作処理、実
線で囲まれた部分は、レシーバ２における動作処理とする。また、以下の説明においては
、テレビジョン受像機１およびレシーバ２は、主電源が切られていないスタンバイ状態（
テレビ側ＣＰＵ２０，レシーバ側ＣＰＵ３１は動作中）にあることとし、電源のオン、オ
フという表現は、スタンバイ状態から実際に動作可能になった状態あるいはその逆の状態
をいうこととする。
【００５９】
　まず、テレビジョン受像機１の電源がオフの場合における、テレビジョン受像機１およ
びレシーバ２の制御動作について、図２に示すフローチャートを参照して説明する。
【００６０】
　まず、ユーザによるリモコン装置４の操作により、テレビジョン受像機１の電源がオフ
からオンにされた場合（Ｓ１）、テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ側ＣＰＵ３１に対して
、テレビジョン受像機１の電源がオンされたことを通知する（Ｓ２）。
【００６１】
　レシーバ２では、テレビジョン受像機１で電源がオンされた旨を受信すると、自己の電
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源がオンであるか否かを判別し（Ｓ３）、電源がオンである場合（Ｓ３：ＹＥＳ）、レシ
ーバ２の電源もオンであることを、テレビジョン受像機１に対して通知する（Ｓ４）。
【００６２】
　次いで、レシーバ側ＣＰＵ３１は、自己の切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像
機１側に設定されているかどうかを判別し（Ｓ５）、図１に示したように、テレビジョン
受像機１側に設定されている場合（Ｓ５：ＹＥＳ）、リンクモードに移行する（Ｓ１２）
。すなわち、リンク確立準備が整った旨のフラグが立てられる。そして、リンクモードに
移行したことをテレビジョン受像機１に対して通知する（Ｓ１３）。
【００６３】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードに移行したことをレシーバ２から受信すると、リ
ンクモードに移行する（Ｓ１４）。すなわち、リンク確立準備が整った旨のフラグが立て
られる。そのため、テレビジョン受像機１とレシーバ２とは、リンク確立状態となる（Ｓ
１５）。すなわち、テレビジョン受像機１のリモコン装置４による操作によって、テレビ
ジョン受像機１とレシーバ２とが連携して動作される。具体的には、一対のスピーカ１５
Ｒ，１５Ｌから音声信号を出力させないために、第１および第２スイッチ１６Ａ，１６Ｂ
を図１に示す側とは反対側に設定する。これにより、リモコン装置４による操作によって
、テレビジョン受像機１から音声信号がレシーバ２に出力され、スピーカシステム３から
その音声信号が出力される。
【００６４】
　一方、ステップＳ５において、自己の切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像機１
側に設定されていない場合（Ｓ５：ＮＯ）、たとえば各切替スイッチ３３～３５が第３外
部入力端子３６または第４外部入力端子３７に設定されている場合、リンクモードでない
ことをテレビジョン受像機１に対して通知する（Ｓ６）。
【００６５】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードでないことをレシーバ２から受信すると、リンク
モードに移行しない（Ｓ７）。すなわち、テレビジョン受像機１とレシーバ２とはリンク
解除状態であり、第１および第２スイッチ１６Ａ，１６Ｂを図１に示す側に設定し、一対
のスピーカ１５Ｒ，１５Ｌから音声信号を出力させるようにする。この場合、テレビジョ
ン受像機１およびレシーバ２は、後述する音量調整や消音制御等がそれぞれ単独で動作可
能な状態となる。
【００６６】
　また、ステップＳ３において、レシーバ２の電源がオフの場合（Ｓ３：ＮＯ）、レシー
バ２は、自己の電源をオンし（Ｓ８）、レシーバ２の電源をオンしたことを、テレビジョ
ン受像機１に対して通知する（Ｓ９）。
【００６７】
　次いで、レシーバ側ＣＰＵ３１は、自己の切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像
機１側に設定されているかどうかを判別する（Ｓ１０）。テレビジョン受像機１側に設定
されていない場合（Ｓ１０：ＮＯ）、切替スイッチ３３～３５をテレビジョン受像機１側
に設定し（Ｓ１１）、リンクモードに移行し（Ｓ１２）、リンクモードに移行したことを
テレビジョン受像機１に対して通知する（Ｓ１３）。また、テレビジョン受像機１側に設
定されている場合も（Ｓ１０：ＹＥＳ）、リンクモードに移行し（Ｓ１２）、リンクモー
ドに移行したことをテレビジョン受像機１に対して通知する（Ｓ１３）。
【００６８】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードに移行したことをレシーバ２から受信すると、リ
ンクモードに移行する（Ｓ１４）。これにより、テレビジョン受像機１とレシーバ２とは
、リンク確立状態となり（Ｓ１５）、連携して動作される状態となる。
【００６９】
　このように、テレビジョン受像機１の電源がオンされた場合、レシーバ２の電源がオン
のとき、切替スイッチ３３～３５の状態によってリンク確立状態かあるいはリンク解除状
態かが決定される。一方、レシーバ２の電源がオフのときは、自動的に電源がオンされ、
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リンク確立状態となる。
【００７０】
　また、上記動作制御によれば、レシーバ２は、電源のオンをテレビジョン受像機１に通
知しているので、テレビジョン受像機１では、レシーバ２の状態を把握することができる
。
【００７１】
　次に、テレビジョン受像機１の電源がオンからオフにされた場合を、図３に示すフロー
チャートを参照して説明する。
【００７２】
　ユーザのリモコン装置４による操作によって、テレビジョン受像機１の電源がオフにさ
れた場合（Ｓ２１）、テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードであるか否かを判別し（Ｓ２
２）、リンクモードでない場合（Ｓ２２：ＮＯ）、処理を終了する（Ｓ２３）。
【００７３】
　一方、リンクモードである場合（Ｓ２２：ＹＥＳ）、テレビジョン受像機１の電源がオ
フにされたことを、レシーバ２に対して通知する（Ｓ２４）。
【００７４】
　レシーバ２では、テレビジョン受像機１の電源がオフされたことを受信すると、レシー
バ側ＣＰＵ３１は、レシーバ２の電源がオンであるか否かを判別し（Ｓ２５）、電源がオ
フである場合（Ｓ２５：ＮＯ）、レシーバ２の電源がオフであることを、テレビジョン受
像機１に通知する（Ｓ２６）。
【００７５】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２の電源がオフであることを受信すると、リンクモー
ドを解除する（Ｓ２９）。
【００７６】
　また、電源がオンである場合（Ｓ２５：ＹＥＳ）、リンクモードであるか否かを判別し
（Ｓ２７）、リンクモードでない場合（Ｓ２７：ＮＯ）、テレビジョン受像機１側が誤認
識しているとして、リンクモードでないことをテレビジョン受像機１に通知する（Ｓ２８
）。
【００７７】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードでないことを受信すると、リンクモードを解除す
る（Ｓ２９）。
【００７８】
　ステップＳ２７において、リンクモードである場合（Ｓ２７：ＹＥＳ）、リンクモード
を解除し（Ｓ３０）、したがって、テレビジョン受像機１とレシーバ２とがリンク解除状
態となり（Ｓ３１）、リンク解除状態であることを、テレビジョン受像機１に通知する（
Ｓ３２）。
【００７９】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンク解除状態であることを受信すると、リンクモードを解除
する（Ｓ３３）。
【００８０】
　次いで、レシーバ２の電源をオフすることをテレビジョン受像機１に通知し（Ｓ３４）
、その後、レシーバ２の電源をオフする（Ｓ３５）。
【００８１】
　このように、テレビジョン受像機１の電源がオフされたときには、レシーバ２とのリン
ク確立状態が解除される。また、レシーバ２の電源がオンのとき、その電源が連動してオ
フにされる。
【００８２】
　また、上記動作制御によれば、レシーバ２は、リンク確立中であるか否かをテレビジョ
ン受像機１に通知しているので、テレビジョン受像機１では、レシーバ２の状態を把握す
ることができる。
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【００８３】
　次に、テレビジョン受像機１の電源がオンであり、かつレシーバ２の電源がオフの場合
に、レシーバ２の電源がオンされたときの動作制御を、図４に示すフローチャートを参照
して説明する。なお、この場合、レシーバ２は、図３に示したように、テレビジョン受像
機１のオン動作に連動されないものとする。
【００８４】
　たとえば、ユーザの操作によりレシーバ２の電源がオンされると（Ｓ４１）、レシーバ
側ＣＰＵ３１は、レシーバ２の電源がオンされたことをテレビジョン受像機１に対して通
知する（Ｓ４２）。次いで、切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像機１側に設定さ
れているかどうかを判別し（Ｓ４３）、テレビジョン受像機１側に設定されていない場合
（Ｓ４３：ＮＯ）、リンクモードでないことを、テレビジョン受像機１に通知する（Ｓ４
４）。
【００８５】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２からリンクモードでないことを受信すると、リンク
モードに移行しない（Ｓ４５）。
【００８６】
　一方、ステップＳ４３において、切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像機１側に
設定されている場合（Ｓ４３：ＹＥＳ）、リンクモードに移行し（Ｓ４６）、リンクモー
ドに移行したことをテレビジョン受像機１に対して通知する（Ｓ４７）。
【００８７】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２からリンクモードに移行したことを受信すると、リ
ンクモードに移行する（Ｓ４８）。そして、テレビジョン受像機１とレシーバ２とはリン
ク確立状態となる（Ｓ４９）。
【００８８】
　このように、テレビジョン受像機１の電源がオンの場合に、レシーバ２の電源がオンさ
れたときは、切替スイッチ３３～３５の設定に応じてリンクモードに移行するか、または
リンクモードを解除されるかが決定される。
【００８９】
　次に、テレビジョン受像機１の電源がオンの場合に、レシーバ２の電源がオフされたと
きの動作制御を、図５に示すフローチャートを参照して説明する。
【００９０】
　たとえば、ユーザの操作によりレシーバ２の電源がオフされると（Ｓ５１）、レシーバ
側ＣＰＵ３１は、リンクモードであるか否かを判別し（Ｓ５２）、リンクモードである場
合（Ｓ５２：ＹＥＳ）、リンクモードを解除し（Ｓ５３）、したがって、テレビジョン受
像機１とレシーバ２とがリンク解除状態となり（Ｓ５４）、テレビジョン受像機１に対し
て、その旨を通知する（Ｓ５５）。
【００９１】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２からリンク解除状態となったことを受信すると、リ
ンクモードを解除する（Ｓ５６）。
【００９２】
　ステップＳ５２においてリンクモードでない場合（Ｓ５２：ＮＯ）、レシーバ２の電源
をオフすることをテレビジョン受像機１に通知し（Ｓ５７）、その後、レシーバ２の電源
をオフする（Ｓ５８）。
【００９３】
　このように、レシーバ２の電源がオフされたときには、リンクモードを解除するように
制御される。
【００９４】
　次に、レシーバ２の切替スイッチ３３～３５を切り替える場合の制御動作について、図
６および図７に示すフローチャートを参照して説明する。切替スイッチ３３～３５は、レ
シーバ２自体の制御によって切り替えられる場合と、テレビジョン受像機１による要求に
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よって切り替えられる場合とがある。
【００９５】
　レシーバ２自体の制御によって切り替えられる場合では、図６に示すように、レシーバ
側ＣＰＵ３１は、切替スイッチ３３～３５をいずれかの接続に切り替えると（Ｓ６１）、
次いで、切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像機１側に設定されているかどうかを
判別する（Ｓ６２）。テレビジョン受像機１側に設定されていない場合（Ｓ６２：ＮＯ）
、リンクモードに移行せず（または、リンクモードを解除し）（Ｓ６３）、したがって、
テレビジョン受像機１とレシーバ２とはリンク解除状態となり（Ｓ６４）、リンク解除状
態であることを、テレビジョン受像機１に通知する（Ｓ６５）。
【００９６】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２からリンク解除状態となったことを受信すると、リ
ンクモードを解除する（または、リンクモードに移行しない）（Ｓ６６）。
【００９７】
　一方、切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像機１側に設定されている場合（Ｓ６
２：ＹＥＳ）、リンクモードに移行し（Ｓ６７）、リンクモードに移行したことをテレビ
ジョン受像機１に対して通知する（Ｓ６８）。
【００９８】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２からリンクモードとなったことを受信すると、リン
クモードに移行する（Ｓ６９）。したがって、テレビジョン受像機１とレシーバ２とはリ
ンク確立状態となる（Ｓ７０）。
【００９９】
　また、テレビジョン受像機１による要求によって、レシーバ２の切替スイッチ３３～３
５を切り替える場合では、図７に示すように、テレビジョン受像機１は、レシーバ２に対
して、切替スイッチ３３～３５の切替要求を送ると（Ｓ７１）、レシーバ側ＣＰＵ３１は
、レシーバ２の電源がオンであるか否かを判別し（Ｓ７２）、電源がオフである場合（Ｓ
７２：ＮＯ）、レシーバ２の電源がオフであることを、テレビジョン受像機１に通知する
（Ｓ７３）。
【０１００】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２の電源がオフであること受信すると、リンクモード
には移行しない（Ｓ７４）。
【０１０１】
　また、ステップＳ７２において、電源がオンである場合（Ｓ７２：ＹＥＳ）、レシーバ
側ＣＰＵ３１は、自己の切替スイッチ３３～３５がテレビジョン受像機１側に設定されて
いるかどうかを判別し（Ｓ７５）、テレビジョン受像機１側に設定されていない場合（Ｓ
７５：ＮＯ）、切替スイッチ３３～３５をテレビジョン受像機１側に設定し（Ｓ７６）、
リンクモードに移行し（Ｓ７７）、リンクモードに移行したことをテレビジョン受像機１
に対して通知する（Ｓ７８）。また、テレビジョン受像機１側に設定されている場合も（
Ｓ７５：ＹＥＳ）、リンクモードに移行し（Ｓ７７）、リンクモードであることをテレビ
ジョン受像機１に対して通知する（Ｓ７８）。
【０１０２】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードであることをレシーバ２から受信すると、リンク
モードに移行する（Ｓ７９）。したがって、テレビジョン受像機１とレシーバ２とはリン
ク確立状態となる（Ｓ８０）。
【０１０３】
　次に、テレビジョン受像機１およびレシーバ２における音量調整および消音制御につい
て、図８に示すフローチャートを参照して説明する。
【０１０４】
　テレビジョン受像機１のテレビ側ＣＰＵ２０は、ユーザのリモコンによる操作によって
、音量調整が行われると（Ｓ８１）、リンクモードであるか否かを判別する（Ｓ８２）。
リンクモードでない場合（Ｓ８２：ＮＯ）、テレビジョン受像機１自体の音量調整が行わ
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れる（Ｓ８３）。
【０１０５】
　一方、リンクモードである場合（Ｓ８２：ＹＥＳ）、レシーバ２に対して音量調整を行
う旨を通知し（Ｓ８４）、たとえば図９および図１０に示すようなＯＳＤ表示を行う（Ｓ
８５）。
【０１０６】
　レシーバ側ＣＰＵ３１は、テレビジョン受像機１から音量調整を行う旨の通知がされる
と、レシーバ２の電源がオンであるか否かを判別し（Ｓ８６）、電源がオフである場合（
Ｓ８６：ＮＯ）、レシーバ２の電源がオフであることを、テレビジョン受像機１に通知す
る（Ｓ８７）。
【０１０７】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２の電源がオフであること受信すると、リンクモード
を解除する（Ｓ９０）。
【０１０８】
　レシーバ側ＣＰＵ３１は、電源がオンである場合（Ｓ８６：ＹＥＳ）、リンクモードで
あるか否かを判別し（Ｓ８８）、リンクモードでない場合（Ｓ８８：ＮＯ）、テレビジョ
ン受像機１側が誤認識しているとして、リンクモードでないことをテレビジョン受像機１
に通知する（Ｓ８９）。
【０１０９】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンクモードでないこと受信すると、リンクモードを解除する
（Ｓ９０）。
【０１１０】
　また、レシーバ側ＣＰＵ３１は、ステップＳ８８において、リンクモードである場合（
Ｓ８８：ＹＥＳ）、ミュート（消音制御）がオンされているか否かを判別し（Ｓ９１）、
ミュートがオンされている場合（Ｓ９１：ＹＥＳ）、ミュートを解除するように実行する
（Ｓ９２）。
【０１１１】
　その後、テレビジョン受像機１から送られた制御信号に基づいて、音量調整を行う（Ｓ
９３）。
【０１１２】
　このように、テレビジョン受像機１のリモコン装置４によって音量調整が行われる場合
、リンクが確立していないときは、テレビジョン受像機１単独で音量調整が行われ、リン
クが確立されかつレシーバ２側の電源がオンのときは、レシーバ２における音量調整が行
われる。なお、上記では、テレビジョン受像機１のリモコン装置４からの音量調整につい
て説明したが、レシーバ２の図示しないリモコン装置からテレビジョン受像機１の音量が
調整されるようにしてもよい。
【０１１３】
　次に、テレビジョン受像機１およびレシーバ２における消音（ミュート）制御について
、図１１に示すフローチャートを参照して説明する。
【０１１４】
　テレビジョン受像機１のテレビ側ＣＰＵ２０は、ユーザのリモコンによる操作によって
、ミュート調整が行われると（Ｔ１）、リンクモードであるか否かを判別する（Ｔ２）。
リンクモードでない場合（Ｔ２：ＮＯ）、テレビジョン受像機１自体のミュート調整が行
われる（Ｔ３）。
【０１１５】
　一方、リンクモードである場合（Ｔ２：ＹＥＳ）、レシーバ２に対してミュート調整を
行う旨を通知する（Ｔ４）。この場合、たとえば図１２に示すようなＯＳＤ表示を行うよ
うにしてもよい。
【０１１６】
　レシーバ側ＣＰＵ３１は、テレビジョン受像機１からミュート調整を行う旨の通知がさ
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れると、レシーバ２の電源がオンであるか否かを判別し（Ｔ５）、電源がオフである場合
（Ｔ５：ＮＯ）、レシーバ２の電源がオフであることを、テレビジョン受像機１に通知す
る（Ｔ６）。
【０１１７】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、レシーバ２の電源がオフであること受信すると、リンクモード
を解除する（Ｔ９）。
【０１１８】
　レシーバ側ＣＰＵ３１は、電源がオンである場合（Ｔ５：ＹＥＳ）、リンクモードであ
るか否かを判別し（Ｔ７）、リンクモードでない場合（Ｔ７：ＮＯ）、テレビジョン受像
機１側が誤認識しているとして、リンクモードでないことをテレビジョン受像機１に通知
する（Ｔ８）。
【０１１９】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、リンク解除状態であることを受信すると、リンクモードを解除
する（Ｓ９）。
【０１２０】
　また、レシーバ側ＣＰＵ３１は、ステップＴ７において、リンクモードである場合（Ｔ
７：ＹＥＳ）、ミュート（消音制御）制御を行う（Ｔ１０）。次いで、テレビ側ＣＰＵ２
０に対して、ミュート制御されていることを通知する（Ｔ１１）。
【０１２１】
　テレビ側ＣＰＵ２０は、ミュート制御されていることを通知されると、ミュート状態（
たとえばオン、オフ）をブラウン管１１に表示させる（Ｔ１２）。
【０１２２】
　このように、テレビジョン受像機１のリモコン装置４によってミュート調整が行われる
場合、リンクが確立していないときは、テレビジョン受像機１単独でミュート調整が行わ
れ、リンクが確立されかつレシーバ２側の電源がオンのときは、レシーバ２においてミュ
ート調整が行われる。
【０１２３】
　もちろん、この発明の範囲は上述した実施の形態に限定されるものではない。たとえば
、上記実施形態では、主にリモコン装置４の操作による制御について説明したが、レシー
バ２に接続されたリモコン装置による操作によって、上記した音量調整や消音制御を行う
ようにしてもよい。
【０１２４】
　また、レシーバ２は、テレビジョン受像機１とのリンク確立が可能か否かを設定可能と
することができる。すなわち、入力端子３９および４０が、たとえば、テレビ用、ＣＤ用
、ＣＤＲ用またはＭＤ用等に設定できるようになっている場合、入力端子がテレビ用に設
定されているときのみ、リンク確立することができる。図１３は、この動作を、レシーバ
の電源をオンにした場合を例にして示したものである。ステップＳ５０を追加したこと以
外については、図４のフローチャートと同じであるので説明を省略する。ステップＳ５０
において、入力端子３９および４０がテレビ用に設定されているかを判断する。テレビ用
であれば、Ｓ４６へと進み、テレビ以外であればＳ４４へと進む。
【０１２５】
　また、レシーバ２は、リンク確立状態において、一部の制御についてテレビジョン受像
機１とリンク動作をさせないようにしてもよい。すなわち、リンク確立状態において、一
部の制御について、テレビジョン受像機１からの制御信号を無視するようにしてもよい。
たとえば、電源のオン、オフのみリンク動作させないようにしてもよいし、音量調整のみ
リンク動作させないようにしてもよい。
【０１２６】
　たとえば、レシーバ２において、テレビジョン受像機１とリンク確立状態であり、かつ
ＣＤプレーヤとＭＤプレーヤとが接続されて録音が行われている場合（この場合、スイッ
チ３４，３５以外にも切替スイッチが存在する）、テレビジョン受像機１とリンク動作さ
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れて、たとえば、電源がオフされると、録音動作が行われなくなる。そのため、録音動作
が行われている際には、テレビジョン受像機１からの電源をオフするための信号を無視す
るようにする。図１４は、この動作を示すフローチャートであり、ステップＳ３６～Ｓ４
０を追加したこと以外は、図３のフローチャートと同じであるので、説明を省略する。Ｓ
３６において、電源をオフしても問題ないかどうかを判断する。問題がなければ、Ｓ３０
へと進む。録音中等により問題があれば、リンクモードを解除し（Ｓ３７）、リンク解除
状態となり（Ｓ３８）、その旨をテレビジョン受像機１に通知し（Ｓ３９）、テレビジョ
ン受像機１がリンクモードを解除し、レシーバ２の電源をオフすることなく終了する。
【０１２７】
　また、リンク確立中である場合、レシーバ２のリモコン装置による操作によって、レシ
ーバ２のチューナからの音声信号をテレビジョン受像機１の一対のスピーカ１５Ｒ，１５
Ｌから出力させるようにしてもよく、その場合、音量調整や消音制御等が行われるように
してもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る音響システムが適用されるブロック構成図である。
【図２】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図３】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図４】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図５】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図６】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図７】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図８】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャートで
ある。
【図９】　テレビジョン受像機における表示画面の一例を示す図である。
【図１０】　テレビジョン受像機における表示画面の一例を示す図である。
【図１１】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャート
である。
【図１２】　テレビジョン受像機における表示画面の一例を示す図である。
【図１３】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャート
である。
【図１４】　テレビジョン受像機およびレシーバにおける動作制御を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
　１　テレビジョン受像機
　２　レシーバ
　３　スピーカシステム
　４　リモコン装置
１２　ＯＣＤ重畳回路
１５Ｒ，１５Ｌ　スピーカ（テレビジョン受像機の）
１７　音声処理回路（テレビジョン受像機の）
２０　テレビ側ＣＰＵ
３１　レシーバ側ＣＰＵ
３２　音声処理回路（レシーバの）
３３　映像切替スイッチ
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３４　アナログ切替スイッチ
３５　ディジタル切替スイッチ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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